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主 

 

題 

私たちは変えられる                “Yes we can change”   

アクション                   “Action” 

未来に残すべきものを守り育てる   
         “Let’s protect and cultivate what shoul be passed on to the Future” 
永遠の絆               “Will the circle be unbroken”   

聖 

句 

会長主題 

９日(日) 京都部部会 

今年の京都部部会は、

プリンスホテルで開催さ

れます。今期は岡西ワイ

ズがメネット主査をされ

ているので、メネットア

ワーにもご参加ください。 

１９日(水) 通常例会 

第二例会は、新しく入会

された岸ワイズのメン

バースピーチです。 

９月 例会案内 

例会出席 

８月第一例会   １５名 

 

在籍者数     １６名 

メーキャップ    ０名 

出席率     ９３.８％ 

ＢＦポイント 

ファンド 

ニコニコ 

切 手        0pt 

現金           0円 

累 計           0円 

スイカ         155,500円 

                                 

 

累 計       155,500円 

８月第一例会       0円 

８月第二例会     0円      

累 計        5,000円 

ホームページ アドレス  http://www.prince-ys.com 

  部長期の1年間は大変早かったです。 こんな風に思えるのも楽しかった

からだと思います。最初に、ZEROクラブのメンバー皆さんの協力のもと京都部部会の成功を収

める事が出来た事本当に感謝です。また、部会に参加いただいた皆様には、部会の中で防災

に関するワークでテーブルごとに一致団結してワークに取り組んで下さった事も大変感謝です。

ありがとうございました。 

   私は部長主題で思いの通じる一言に関して凄く悩んでいた時に、メンバー皆さんで意見を出

し合って考えて下さいました。 最終的に佐古田Ysから『All Hans On Deck』と最高の言葉を頂き

ました。私自身京都部全体で盛り上がれる事が出来たら良いなと思っていたので最高の主題に

なりました。 

 冒頭にも京都部部会の成功のお礼から話しましたが、此れこそが部長主題の一つです。メン

バー全員の手助けを必要とするところで、限られた時間の中、各々が自分の得意な分野を担当

して作り上げて下さいました。京都部部会を開催出来た事はZEROクラブの歴史の大きな１ペー

ジになったと思います。 

   2つ目に、部長公式訪問で各クラブを訪問させていただいて、各クラブ例会での人を迎い入れ

る姿勢には私自身学ぶところが多かったです。部長公式訪問は緊張感に溢れていました。メン

バー皆さんなで創り上げる緊張感こそが人を育てるのだと思いました。私は各クラブの部長公式

訪問で成長をさせて頂いたと思っています。この緊張感こそが、自己研鑽へとつながると思いま

す。 

    3つ目に、ワイズデー老若男女のワイズが一つになれれば凄い事が出来ると確信していまし

た。そこで、各クラブの会長さん達がメンバーの気持ちを盛り上げる為にと話し合いを何回も持ち

ました。そうしたコミュニュケーションから実現できました。ワイズデー当日、午前中では熊本震災

復興支援の為の募金活動を雨降る中、京都4カ所で活動して下さいました。午後からは、サッ

カー観戦にて、観戦する事で熊本震災復興支援に協力ができ、ワイズメンズクラブの広報活動も

出来ました。サッカー観戦での広報活動の中で、参加者のメンバーでハーフタイムにスタジアム

を行進しました。行進が終わった時、皆さんの笑顔に感動しました。何かを皆さんで実現しようと

思うと早い段階から話し合いが必要です。皆さんの思いが一つになっていくと楽しいだけでなく、

力が倍増される感覚になっていくと思いました。 

どんなことでも、一人一人が納得出来たとき、ワイズのパワーは計り知れないパワーの持ってい

る団体だと思いました。一年間色んな事に向き合っていただき本当に感謝致します。時代は変

わり、考え方なども色んな方向から考えていかなくてはならない時代だと思います。これからも、

ワイズメンズクラブを通じて自己研鑽や奉仕の心を学んでいきたいと思います。ありがとうござい

ました。本当に感謝申し上げます。 

直前京都部部長  竹園 憲二 （京都ＺＥＲＯ） 

信仰と、希望と、愛、この三つは、いつまでも残る。その中で最も大いなるものは、愛である。 
コリントの信徒への手紙一 13章13節 

  「 京都部部長を振り返って 」 

Youth Activities 



今西 英隆 

今回、納涼例会にて、このテーマで原稿依頼を頂いた時に、西村ブリテン委員長

から、"今西ワイズは、仕事をしているのか遊んでるのか分からない"と言って頂きま

した。きっと職業柄も少しあると思うのですが、そう客観的に見えている事が、ある意

味、自分としては目指すべき人生に少しでも近付いたかなと嬉しく思いました。 

私は常に"仕事も遊びも全力で楽しく！"を意識しております。でも、過去には、義

務的な仕事だけに明け暮れて、自分の時間もなく本当に大変な時期もありました。

実は、義務的な仕事という捉え方に問題があるのですが、そんな時に、人生の殆ど

を費やす仕事というものが、楽しく無いなんてあり得ないと思い、全ての仕事を"やら

され仕事"から"自らやる仕事"に発想転換する様にしました。これはある意味、”物

事の捉え方、解釈の仕方”だと思っています。 

例えば、与えられた仕事だったとしても、期待以上を目標に掲げ、課題を乗り越

えた先の楽しいことを考える様にし、楽しくポジティブに取り組むようしました。そうす

ると、自己努力も生まれ自己成長も得られると考えています。この解釈の仕方が、”

やらされ仕事”から”自らやる仕事”に変換しているということになります。 

特に最近は、"仕事・遊び・家族・ワイズ"のバランスを、全て自分の楽しい人生の

延長線上に並べる事で、とても充実した毎日を過ごせています。言い換えると、”同

僚・友人・家族・ワイズメン”との関わりが、私の楽しい人生そのものであるということ

だと考えています。 

先日、ある青果卸をされているお客様にお誘い頂き、トウモロコシの買い付けに

北海道に同行したのですが、その先では、北海道の移動動物園の方とのご縁を頂

けたり(仕事)、北海道ゴルフ(遊び)を楽しんだりと貴重な時間を過ごすことができまし

た。決して、楽ではなく、忙しく程良い緊張感をもった毎日ですが、これからも自分

の可能な限りの関わり方で、ワイズメンズクラブに良い影響を与えられるように精進し

て参ります。 

 

 

藤尾 実 

 ８月第一例会は、８月8日、ドライバー委員会より「美味しい料理とよく冷えた飲み

物で暑さを吹き飛ばしましょう！」という呼びかけのもと、いつも会場と離れて、グラン

ドプリンスホテル1階のメインダイニング「いと桜」で開催されました。服装も、「ゆか

た、アロハ、かりゆしウエア―など涼しげな服装でおこしください。」ということで、文

字通り納涼例会らしい例会となりました。座席表で、大当たりの西村ワイズが乾杯の

発声で、人生について改めて考えさせられるとてもありがたいお話の後

は、和のエッセンスを加えたフランス料理、夏の特別料理、アルコールも

入って楽しい時間となりました。ドライバー企画「夏と言えば。。。」というこ

とで何名かのメンバーのスピーチを聞くことができました。若き日の恋の

話、からだの話、家族の話、若き日の武勇伝・・・ などいつもは見せない

メンバーの一面を知る貴重な機会となりました。 

とても楽しい時間でしたが、楽しいだけでなく、例会の前半に宇高会長の

「事を成すには、”うまく話す”ということも大切ですが、いかに心を開くか

が、より大切なことである」と話されたことが印象に残っています。酷暑の

日々から離れて、つかのまの避暑のひとときを楽しむことができました。ド

ライバー委員会のみなさん、すばらしいひとときをありがとうございました！ 

２０１8/8/8 ８月第一例会      納涼例会 



              澤田 哲平 

１．第1回京都YMCAチャリティーゴルフ「未来を担

う子どもたちを支援しよう」    
ゴルフを楽しんでいただきながら、<0&$の公益活動 

寄付金のチャリティーもしていただけるイベントで 

す！京都YMCAに集う様々な皆様が一堂に会し交流を持 

つ機会にもなります。ぜひ、ゴルフ好きのご友人やお 

知り合いの方もお誘いいただきご参加ください。寄贈 

品、当日サポーターも募集しています。詳細は、別途 

チラシをご覧ください。 

日程：2018年10月24日（水） 

場所：センチュリー・シガ・ゴルフクラブ 

（所在地）滋賀県甲賀市甲南町池田上梅田2118 

会費：15,000円（プレー費・昼食代・パーティー代・

チャリティー代含む） 

定員：80名（4名×20組） ※定員になり次第締切り 

ます。 

お申込み：京都YMCAチャリティーゴルフ事務局 

（メール：kyoto@ymcajapan.org／Fax：075-251- 

0970）まで、郵送、メールまたはFAXにてお申し込み 

ください。 

締切：2018年9月15日（土） 

お支払い： 代表者名で2018年10 月1日（月）まで 

お振込みくださるようお願いいたします。 

郵便振替 口座番号 01030-6-733  

公益財団法人京都YMCA （フリガナ）ザイ）キョウト 

ワイエムシーエー 

２．びわこサバエ 秋祭り  



報告事項 

●じゃがいもファンドは、１０月２１日 

●ワイズデーでは、関西盲導犬協会のブー

スを出展する 

●今期の３クラブＤＢＣ交流会は、東京サン

ライズクラブの３０周年記念例会に参加する 

●１１月第一例会は、ＣＳアワー 安保先生

をお迎えしてディスカッションをする 

 

承認された事項 

● なし 

 

 １４日 藤尾 実 

 １７日 飯尾 豊 
９日(日) 京都部部会 

  15:00  グランドプリンスホテル 

19日(水) 第二例会  

  19:00  グランドプリンスホテル 

23日(日)  びわこサバエ秋祭り 

  11:00 サバエ教育キャンプ場 

20日(木) 三役会 

26日(水) 役員会  

   19:30  京都ＹＭＣＡ 

      

  


